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Sergei Bortkiewicz’s view of music and its reflections in his works 







Sergei Bortkiewicz was a pianist and composer who performed and composed mainly in Vienna 
during the first half of the 20th century. After his death, his works fell into oblivion, and he was 
forgotten. Recently, his music has been reevaluated in accordance with the discovery of his 
autographs and original editions. However, most articles about him are no more than 
impressionistic criticisms due to the lack of support from materials. Previous research on 
Bortkiewicz does not argue the relationships between his life and his works. For example, there is 
no article that argues how he formed his view of music through his childhood and life experiences, 
or how his view of music was applied to his works. 
 
Therefore, I initially extracted four main topics related to his life by examining his 
autobiography and letters to reveal his view of music. The first topic is whether he thinks of 
himself as Russian or Ukrainian. The second is the influence of the Russian Revolution. The third 
is resonance with Vienna. The last is his longing for Russia and Russian culture. Bortkiewicz, who 
lost touch with his mother country when he was forced into exile in Vienna due to the Russian 
Revolution, resisted the intentional destruction of culture by the Bolsheviks in Vienna, where good 
culture still prospered, as a composer who was educated in Imperial Russia and born into a noble 
family. The mentality of looking back and longing for lost beautiful memories, i.e., “nostalgia”, 
sustained his attempt and formed his core view of music. 
 
Finally, I argued how Bortkiewicz applied his view of music, i.e., “nostalgia”, to his works. To 
do this, I examined the two piano sonatas among his works that were composed in the consistent 
style of Post-romanticism because the sonatas are large-scale works that were composed 30 years 
apart. The analysis showed that, through the quotation of Russian melodies, the recapitulation of 
main themes and melodies in different movements, and the recurrence of these main themes and 
melodies from previous works, “nostalgia” is reflected in Bortkiewicz’s music. 
 
 













セルゲイ・ボルトキエヴィチ(1) Сергей Борткевич（1877-1952）は、20 世紀前半のウィー
ンを中心に活動したピアニスト＝作曲家のひとりである。彼の作品はヨーロッパ全土やア




彼の生誕の地であるウクライナで 2001 年 5 月に、ピアノ協奏曲第 1 番と交響曲第 1 番がウ




Stephen Coombs（Coombs 2008）や、フランスのシプリアン・カツァリス Cyprien Katsaris


































トラップマン Klaas Trapman もまた、音楽雑誌 Fanfare におけるピーター・ブルワッサー 
Peter Burwasser との対談の中で、「深い郷愁」について言及している（Burwasser 2005: 84）。






マニノフと類似している」と指摘している（Burwasser 2011: 230）。 
このような印象批評は、時に鋭い芸術的な直観を含むものであるとはいえ、資料的な裏
付けを欠いていたままでは、その直観を発展させることも不可能なままである。 
そのなかで、ひとつの前進とみなせるのが、リア・フェルドマン Ria Feldmann による






トラップマンとの共著による“Sergei Bortkiewicz (1877-1952).”（Kalkman/ Trapman 2002）
である。これは 37 ページから成る、ボルトキエヴィチの人生と作品について同時に記述し
た初めての研究論文である。ボルトキエヴィチと、オランダの友人ピアニストのヒューゴ・








ウル Elke Paul の Sergei Bortkiewicz, Leben und Werk.（Paul 2002）である。これは、モーツァ




紹介されている。続く第 3 章では、ピアノ小品集《アンデルセンの童話より》Op. 30 の全










ボルトキエヴィチは 1936 年に、自伝となる回想録 “Erinnerungen” を執筆し、その全文
は 1971 年にベーレンライター社から出版された雑誌 Musik des Ostens 第 6 巻の 136 ページ
から 169 ページに掲載された。“Erinnerungen” には 1877 年の生誕から、ウィーンに移住す
る 1922 年までが記述されており、育った環境や出来事などのエピソードから、彼を取り巻
いていた社会的・歴史的背景、また、それによる彼の思索、信念まで克明に綴られている。 
一方、自伝に記述されていない 1922 年から、死去する 1952 年までは、ボルトキエヴィ
チが友人たちに宛てた書簡の内容から、その足跡を補うことが可能である。現存する書簡
の概要を以下にまとめる。 






































 ニューグローヴ世界音楽大事典（以下、NG）と MGG は最も基礎的、かつ一般に参照が
容易な文献として挙げられるが、ボルトキエヴィチの自伝や書簡に照らしたとき、主に以
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下の 2 点について齟齬が見出された。ひとつは、NG と MGG ともに、ボルトキエヴィチ
がウィーン市民権を取得した年を 1926 年と記述しているが、1952 年 11 月 10 日、クレー
ホーフェンがボルトキエヴィチ協会で行ったスピーチによると、正しくは 1925 年である。
2 点目は、NG において、「1922 年から 1952 年に亡くなるまでウィーンで暮らした」、また
























第 1 次大戦戦中・ 
戦後（～42 歳） 
1914-1919 
1914年：第 1 次大戦勃発により、敵性国人として国外追放となり、ハリコフに帰郷。 
戦中はハリコフを拠点に音楽教育を行う傍ら、ロシア国内で演奏活動を行う。 













ウィーン（33～52 年）：1930 年代後半は第 2 次世界大戦の影響で作曲活動が停滞。
生活も困窮し厳しい時代となった。戦後、1947 年にはボルトキエヴィチ協会が設立さ















































1918 年 3 月にはドイツ軍がハリコフを、のちにウクライナ全土を統治し、ボリシェヴィ








































ことを強く願っている。（Narek 1977: 3） 
 
何故、ボルトキエヴィチはウィーンに魅せられたのだろうか。その答えは当時のウィー







































































30 年以上もの隔たりがある、ピアノ・ソナタ第 1 番と第 2 番を例にとる。2 曲の概要を以
下に表す。 
 第 1 番 ロ長調 Op. 9 第 2 番 嬰ハ短調 Op. 60 
作曲年／出版年 1909 年作曲／ 1911 年出版 1942 年作曲／ 1949 年印刷（未出版） 
楽章・調構成 3 楽章構成   H - e - H 4 楽章構成   cis - cis - Cis - cis 
 第 1 楽章 Allegro ma non Troppo.  ソナタ形式 Allegro ma non Troppo.  ソナタ形式 
第 2 楽章 Andante mesto e molto espressivo.  Allegretto. 3 部形式 
第 3 楽章 Presto.  ロンド形式 Andante misericordioso.  3 部形式 
第 4 楽章 ―― Agitato  
 
１.  ロシアの素材の引用 
（1）ピアノ・ソナタ第 1 番第 3 楽章の主題（【譜例 1】）は、オットー・ナレク Otto Narek
（ドイツの音楽学者、クヌート・フランケ Knut Franke のペンネーム）によると、ロシア




帰し、第 3 楽章において重要な意味を担っている。 
【譜例 1】第 1 番 第 3 楽章 主題 
（2）ピアノ・ソナタ第 2 番第 3 楽章は、冒頭の標題に“misericordioso（慈悲深く）”と指
示され、第 48 小節からの中間部 “Religioso（宗教的に）”で祈りのようなコラールが始ま
り（【譜例 2】）、さらにその 5 小節目からは “canto pasquale russo（ロシアの復活祭の歌）” 
が引用されている。この箇所は、pp で una corda を用い、非常に柔らかい音色と 4 声の調
和のとれた響きによる、敬虔で神秘的な表現が求められている。 
【譜例 2】第 2 番 第 3 楽章 中間部 
 




２.  主題や旋律の回帰 
２-１．他楽章における主題や旋律の回帰 
本節では、第 1 楽章の主題や旋律が、他の楽章において回帰する例を考察していく。 
（1）第 1 番 
第 1楽章の第 34 小節から第 2主題が“ff”かつ“con passione”で提示される（【譜例 3】）。 
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収めたのち、a tempo はせずにそのまま“un poco più moderato”でゆるやかに 2 小節間かけ
て、第 179 小節からの第 2 主題の再現を準備する（【譜例 4】）。提示部よりもなめらかで流
れるような伴奏形にのって再現される第 2 主題は“pp”かつ“dolciss.”と指示され、主題
の最高音 cis への dim. により繊細で裏声のような音色を求められている。これらにより、
提示部の第 2 主題とは全く性格が異なり、非常に甘美で感傷的な気分が表現されている。 
【譜例 4】第 1 楽章 再現部 第 2 主題 
 
このように、第 1 楽章において 2 つの全く異なる性格で現れた第 2 主題は、第 3 楽章の
クライマックスにおいて、非常に印象的なかたちでの回帰を実現している（【譜例 5】）。 
【譜例 5】第 3 楽章 第 184 小節～ 
 
第 3 楽章の中では唯一、長い時間をかけた“cresc.”により音楽が高揚していく中で、“f ”
に到達した第 185 小節からは更に“cresc. e ritard.”で幅を広げながら Cis-dur に転調し、次
に感動的なクライマックスが続くことを聴き手に予感させる。そして、第 189 小節から 4
分の 4 拍子に変化し、“Meno mosso.”とアクセントの指示で 第 2 主題の回帰が強調され
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（2）第 2 番  
 ① 第 2 番のソナタ第 1 楽章の第 1 主題を以下に示そう（【譜例 6】）。冒頭から“f ”で、
左右が幅広い音域をカバーし、“marcato”とアクセントで指示された左手テノールのカノ
ンによっても主題が強調されており、ドラマティックなオープニングとなっている。 
【譜例 6】第 1 楽章 第 1 主題 
 
この第 1 主題の最初の 3 音からなるモティーフ「cis - h - gis」は、第 2 楽章主部の、第 65





【譜例 7】第 2 楽章 主部 終結部 
 
 
② さらに同ソナタにおける別の例として、第 1 楽章において、第 1 主題部から第 2 主
題部への経過部のなかに、以下のような箇所がある（【譜例 8】）。  
【譜例 8】第 1 楽章 第 29 小節から 
 
29 
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この第 29小節からの部分は、第 2楽章の中間部においても第 86小節から回帰している（【譜
例 9】）。4 拍子で書かれた第 1 楽章では叙情的に扱われ、第 2 楽章では 3 拍子の舞曲風とな
っており、リズムや性格は異なっているものの、特に最初の 2 小節間においては、順次進
行による旋律のみならずゼクエンツ風の和声も完全に一致している。この旋律や和声はボ
ルトキエヴィチが好んで使用したもので、Op. 46 の《エレジー》においても現れる（後述）。 
【譜例 9】第 2 楽章 中間部 
 
 
③ 第 1 番のソナタで、第 3 楽章のクライマックスが印象的な手法で提示され、第 1 楽
章第 2 主題の旋律が回帰している例を前述したが、第 2 番のソナタにおいても、第 4 楽章
のクライマックスに同様の、しかし更に効果的な手法でクライマックスを演出している例
がみられる（【譜例 10】）。この箇所では、30 小節間以上にもわたって ff が貫かれたのち、
第 90 小節から“allargando”と松葉のクレッシェンドにより、極限まで拡がり盛り上げた
ところで、フェルマータと“lunga”で示された全休止を置くことで、一気に緊張感を高め、
次に繰り広げられるフィナーレ“Finale meno mosso con fierezza（堂々と）.”の圧倒的なク
ライマックスを聴き手に強く印象付けている。全休止後に、ソナタ全体の調である cis-moll
とは同主調の関係にある Cis-dur に突然転調する意外性も功を奏しているが、第 1 ソナタ
のクライマックスと同じ Cis-dur であることは興味深い。 




り高く、嬉々としたものとなるに違いない！」（Bortkiewicz 1943/ 8/ 25）と言及しており、
ボルトキエヴィチが相当の演奏効果を意図して作曲したことが窺える。 
また、このフィナーレ部分の旋律は前に提示された主題の完全な回帰とは認められない
のであるが、第 1 楽章の展開部の途中、第 96 小節に類似した旋律がみられる（【譜例 11】）。 
86 
東京音楽大学大学院論文集 第 1巻第 2号 (2015) 
 
35 
【譜例 11】第 1 楽章 展開部 
 
 











（1）第 2 番 第 1 楽章 
①【譜例 6】で示したソナタ第 2 番第 1 楽章の第 1 主題は、1924 年に出版された《12 の
新しいエチュード》Op. 29 の第 3 曲〈ブルネット〉の冒頭主題と同じ cis-moll であり、旋
律のモティーフや左手の伴奏音型が酷似している（【譜例 12】）。拍子やリズムは異なるも
のの、“f ” や標題の“Appassionato.” の指示からも、第 2 番のソナタと共通する性格を有し
ていることが分かる。 
【譜例 12】《12 の新しいエチュード》Op. 29 No. 3〈ブルネット〉 冒頭 
 
 
②【譜例 8】で示したソナタ第 2 番第 1 楽章の第 29 から 33 小節は、1932 年に出版され、
ボルトキエヴィチ存命中に演奏される機会の多かった《エレジー》Op. 46 の中間部第 44
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【譜例 13】《エレジー 》Op. 46 第 44 小節～ 
 
 
（2）第 2 番 第 4 楽章 
 第 4 楽章にも過去の作品からの回帰の例がみられる。冒頭の主題を示そう（【譜例 14】）。 
【譜例 14】第 4 楽章 冒頭 
 
この半音階のシンコペーションが “Agitato” の性格をより強めている主題であるが、1911
年に出版された《10 のエチュード》Op. 15 第 3 曲の第 21 小節から現れている、4 分音符の
符尾が付された旋律と和声が類似している（【譜例 15】）。Op. 15 においてもシンコペーシ
ョンで用いられているが、“espressivo”と指示されていることから、それ以前の部分よりも
一層メロディーとして歌わせる必要がある。この“espressivo”の指示はこの箇所のみであり、
この後に続く箇所では、この旋律が 3 度上に移調され“f”で提示されることからも、譜例 15
の旋律がこの曲のなかで重要な位置付けを担っていることを物語っている。 
【譜例 15】《10 のエチュード》Op. 15 より第 3 曲 
 
また、【譜例 14】のソナタの旋律は、1946 年に出版された《ヴァイオリンとピアノのた
めの 4 つの小品》Op. 63 の第 4 曲〈エスパーナ〉のコーダとも、調や半音階の旋律が一致


































1971 “Erinnerungen.” Musik des Ostens 6, 136-169. 
2001 Sergei Bortkiewicz, Recollections, letters and documents. translated by B. N. Thadani (Canada: 
Cantext Publications) [Erinnerungen. (Kassel: Musik des Ostens 6, 1971)] 
ボルケヴィッチ, セルゲイ 
2015 『みにくいアヒルの子』高梨智子 校訂・監修（東京: 河合楽器出版部） 
 




2005 “Talking with Klaas Trapman about Sergei Bortkiewicz.” Fanfare: the Magazine for Serious 
Record Collectors Vol. 29, 83-86. 
2011 Fanfare: the Magazine for Serious Record Collectors Vol. 34-3, 230. 
Coombs, Stephen 
2008  Piano Music. (Hyperion CDD 22054) 
Feldman, Ria 
1971  “Musikwissenschaftliche Anmerkungen zu Sergei Bortkiewicz.” Musik des Ostens 6, 170-184. 
Flamm, Christoph 
2000  “Bortkevič, Sergej Ėduardovič.” Finscher, Ludwig a. o. eds. Die Musik in Geschichte und 
Gegenwart: Allgemeine Enzyklopädie der Musik. (Kassel: Bärenreiter-Verlag ) Personenteil 3, 
452-455. 
Kalkman, Wouter/ Trapman, Klaas 
2002  “Sergei Bortkiewicz (1877-1952).” Piano Bulletin 20/2, 3-39. 
Katsaris, Cyprien 
2001  Sergei Bortkiewicz, Piano Works. (Piano 21 P21 004) 
黒川 祐次 
2002  『物語 ウクライナの歴史 ヨーロッパ最後の大国』（東京：中公新書） 
Narek, Otto 
1977  Piano Works of Sergei Bortkiewicz.（Genesis GS 1052/53）3, 5. 
Paul, Elke 
2002  Sergei Bortkiewicz, Leben und Werk. (Innsbruck: Universität Mozarteum Salzburg Abteilung für 
Musikpädagogik) 
Reznik, Anna 
2014  Bortkiewicz: Piano Pieces.（Classical Records CR162）2. 
Schwarz, Boris/ Wiesmann, Sigrid 
2001  “Bortkiewicz, Sergei Eduardovich.” Sadie, Stanley a. o. eds. The New Grove Dictionary of Music 
and Musicians 2nd ed. (London: Macmillan) vol. 4, 42-43. 
Somero, Jouni 
2006-2012  Piano Works, Vol. 1-9. (FCRCD 9714, 9719, 9723, 9730, 9736, 9740-42) 
高橋 健一郎 
2013  『ボルトキエヴィチの世界』（Belta Record YZBL 1036）4 
渡辺 護 




1911  Klavier Sonate H-Dur, Op. 9. (London/ Hamburg: D. Rahter) 
1911  Dix Etudes pour piano, Op. 15. (London/ Hamburg: D. Rahter) 
1924  12 Etudes Nouvelles (illustrées) pour piano, Op. 29. (Leipzig: D. Rahter) 
東京音楽大学大学院論文集 第 1巻第 2号 (2015) 
 
39 
1932  Elegie,Op. 46. (Braunschweig: Henry Litolff’s Verlag) 
1946  Vier Stücke für Violine und Klavier, Op. 63. (Wien/ Leipzig: Kliment)  
1995  Zweite Sonate für Klavier, Op. 60. Thadani, B. N. and Holleran, L., eds. (Winnipeg: Cantext 
Publications) 
 
